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　目的　心ヽつ1 防漏を主. 目的とT る布≪;むつ)f] 不遠気カパ'- If;、遠湿｡･ むれ等衛i.jL問題

D< f･）%拳り;塙I.、現仁r臨通気・遠浅算の面r｀改良ぞれr<.i

方I-テレビめ宜伝と名労力のSoヽら紙おis っが鳶い人の関ASと呼人1゛い^ <r>?゛.巾販猿弓

むっ7 社･靖昌を- 布おひっの湯巻と比軟I i李高温多浪・日本～易会の間題則:詞べた。

　対A　0. 連気渡ii J I S 1叩卒フラージ"~ 亙通気Aiべ騨檄を用いr<。

之）、「水分遥遥量や間･2 舒M,奄々」 (J, 4亘藻桓湿稽(3iエ＼'c HH eo幻肉r6ヶ月児貳ず

ニI- 紙おむっi 扱U 晒おしっ□久と刀/ぐーを着装レ局却l-3TC 渇iりと注入後、∃0・印

･ ?（､分社適後の水磨・､荼蚕業を5S'l定I だ。

幻、保水業･j k・、X k ，の試料､こ罵ｼ妬水を元磨にそり゛、如、/c。’の荷重を3 今関加£、荷

-fc陳去後の俣水重量% m定i た。

f-）、Wじ｀みやすさ･i桐工式ソフI- ネーステ7-ク- を司いマ蓬鯉ヵヽら剛軟夏を測定I f'-。

　鈴果　り、カノぐ- と紙おLr-､の防本目的孝ねの通気友iJ、紙おむつ)f]量≪ は発マ0 1＼

昂おひっ用カバ｀一季μf 0 ～;o (cm?/en'-μc ) ･・わ良､t~。

幻、永分逮適量と開l・妙罵を量I 含。､H水分倆量り:。製＆をモr ル･こ着% I μt､締で(J、

紙おむrつ[i 希おirっ用不ま気カバー^リ分以下、遠矢社合戦力/ぐー･= tと｡べ｀X羞むく劣*｡

3）、紙おむっの保水平が恥おしっ､--Ik ゐが、保水々C i/μ）mmS'校量ねI ･)劣ゐ。紙ろ

む･つI 叔ふ') の保れ量u岫z掟洛･) ・條iく:-#-X ';劣るの7｀こめ面≫ヽら検訂T･^求がわf).

哨、訊おむつiリしへ<n 塚じ卸が莞⌒い<r で訂粋力ヽら鳥良れゐ。柔らv｀ぎ(ニ92.濾-了ぺぺ!であろう。

B－92　忽暇。牽tA-と衣服鳶い閤峰Iに‥マ
　　　　鳥臥大放噴　　伊み紅子

　凧的　涙服S-･こ関するμ知-t, わぺか四ﾉの人a によ，て楓月卵う生存的分野，ヽら行な

われてヽり。鳶鴻毛適正ゆとﾉ量を£います目釣Tヽ洗こス7 。クÅに生ずi衣服良形量左

針刺し fc.。べ~でネ研旅でlも人体心
長記形tふぇた場合。淑禰五り隻化対他｣し，夜獅度肝量。ヽら人体か｀痩|ﾅう収服匠≪衣。
^ 六法t t.、,血す。kiU的と寸S．

　力話，哀阪鳶J^･僕,。あ恥。X I丸薬湊如スラ･,。ク%。こお･り伸蘆吏形量，研爽と闇^

之もス7 ･■?クスI-fiIヽｌもっと幻句束4隻け＆大冠御に這箕I u. そこt"モダ･レ大映ii

どして,人体大腿卸に血べI k 七r' Iレを擢乍し，刄力刺史象写を裟為しfcモデル差函t" ,

スT'"/クスに九ら卜l ぶ隆丿申表虹形をよえ。布,^ 萱形量と及応器ヵ。閣洙酷↑剛し沁

一気疹の力琴物狂いH蝕卜曲幸ヵヽう理梅だl用，べ各眼方ﾆｰをぐれ理梅打耳ぽヒモデ'
･レ火験&つ検討乞試^ μ. i らこ友眼下で。実刻ni劇夏しご検討i沁

　彩衣i本k験。用ヽヽた匡力創吏秦l- ＼ユあ,べぼ／受Ji=｡体。石更3fi Jiひ曲ｷ≪!)J

よi 反鳶政一力のλ,よほt人ど扨りられな。. 2.試季私一軸伸長時，一軸拘束仲｛時^

ふ膜^の乙尹/レ芙検値灸恥りこれき理論計蒔まと比耗検すi I た紬果。織吻捧注おれ。鍼

物構:這をb I ヽすれ・,械科にあいても七尹,レ良験佳と覆輪i↑雁値｡=i, Iこ大剛値にかなり９

一孜が･扨められ。表肢虹-t外人体付｡り衣暇兵う推ね四肌になっP-。i らに本丸

衝琵吏司い｡器力癩吏柘使司心べ受恥をり更な,曲料也視にμ抑｀衣暖心斐
けs叙販s-。制も可孔で≒ちぶ。


